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〇補助金の概要

１．趣旨 魚沼市産材（ブナ・杉等）の製品開発やテストマーケティングを行う事業者を支援

を通じ、市産材の消費拡大を図るもの。併せて、市産材の根曲部位の有効活用を進め

ると共に、林業と福祉が連携した製品開発を推進するもの。

２．申請期間 令和７年４月１０日 から令和８年１月３０日申請分まで

※予算がなくなり次第終了

※令和８年２月２７日までに実績報告書を提出できるものであること

３．補助対象者 魚沼市産材を活用した新規の製品開発やテストマーケティングを行う木工事業者等

４．補助内容

※当該年度に 1事業者 3製品を上限とします。

※3製品以内の申請であっても、製品のデザインや形状等が微差のものは１製品とは

なりません。

５．交付条件 ①本補助金を通じて開発した製品は、市販化することを前提とし、受注があった場合

には、確実に納品を行うこと。

（補助金実績報告後の３年間については、補助対象製品販売調書を提出すること）

②本補助金を通じて開発した製品のデザインや仕様等については、魚沼市産材以外

での製品制作に使用しないこと。

③開発した製品をＰＲ・販売する際は、魚沼市産材であることを明記すること。

（「snow beech]「魚沼杉」認証マーク等）

④他の補助金等を受託していないこと。

⑤既存の製品で申請をしないこと。（ただし、他地区材からの変更は可とする）

⑥補助金交付後の３年間については、補助対象製品販売調書を提出すること。

※交付申請時に、上記条件の承諾した宣誓書も提出するものとする。



６．事業フロー

７．申請書類 【補助金申請時】

①補助金等交付申請書

②製品開発調書

添付書類

・市産材購入先の見積書

（林福連携製品の場合）

・市内福祉施設の見積書

③宣誓書

※注意：補助金交付決定前の事業実施は行わないようご注意ください。

【補助事業の内容に変更が生じた場合】

①補助金等変更（廃止）申請書



②製品開発調書（変更）

・市産材購入先の見積書（変更分）

（林福連携製品の場合）

・市内福祉施設の見積書（変更分）

※補助金対象経費の２割以内の変更の場合は、上記書類の提出は不要です。

【補助金実績報告時】

①補助金実績報告書

②製品開発完了調書

・市産材購入先の領収書

（林福連携製品の場合）

・市内福祉施設の領収書

③市産材購入の領収書

④製品が魚沼市産材であることを証明する書類コピー

※出荷証明書・市産材産地証明書・伐採造林届書等を添付

８．申請先

（お問合わせ先）

【魚沼市産業経済部農林整備課】

〇所在地 〒946-8601 新潟県魚沼市小出島 910 番地

〇ＴＥＬ 025-793-7740

〇ＦＡＸ 025-793-1016

〇メール nourin@city.uonuma.lg.jp

※上記にメールをいただければ、補助金申請に係る電子データを送付いたします。



〇よくある質問（ＦＡＱ）

Ｑ：補助対象経費において、製品Ａ

、Ｂ、Ｃの３点の開発を予定しており、

製品Ｂの開発については、他の補助金

を受託している。この場合、補助対象

経費はどうなるのか。

Ａ：他の補助金を受託していない、製品Ａ・Ｃの市産材購入経

費等が対象となります。

Ｑ：製品開発やテストマーケティング

に係る市産材購入費が補助対象にな

るとこだが、製作する個数に基準はあ

るのか。

Ａ：補助申請者（木工事業者等）の判断となります。製品開発

やテストマーケティングに必要な個数で申請いただけます。

（補助対象の木材購入費の上限はあり）

ただし実績報告にて、実際に作成したのか、写真を添付して

いただく必要があります。

Ｑ：根曲部位を自分で伐採・運搬して

製品にする場合は、どういった補助金

が受けれるのか。

Ａ：市産材の購入経費が対象となるため、伐採造林届書等で根

曲部位の伐採を確認したなかで、根曲材活用加算金のみが補

助されます。

Ｑ：根曲材活用加算金について、根曲

部位の定義はあるのか。

Ａ：個々の樹木の状態もあるため、一律での定義は行いません

が、製品開発調書等で根曲部位の特性が活かされた製品とな

っているか（木材部分だけが抽出されていないか）確認させて

いただきます。

Ｑ：実績報告の際に添付する製品開発

調書（実績）について、制作製品の個

数が多すぎて、完成写真に収まりきら

ない場合はどうすればいいですか。

Ａ：複数枚となっても構いませんので、撮影して添付していた

だきますようお願いいます。

Ｑ：保安林の木材を活用する場合は、

実績報告の伐採を証明する書類は、ど

ういったものを添付するば良いのか。

Ａ：保安林間伐届出通知書など、伐採造林届出書等に準ずる書

類を添付してください。

Ｑ：交付条件⑤の「既存の製品で申請

をしないこと。（ただし、他地区材から

の変更は可とする）」という解釈は、既

設の製品でも魚沼市産材を使用すれ

ば良いとのことか。

Ａ：「魚沼市産材を活用した初めての製品を開発する」という

解釈で、補助金交付条件に該当します。ただし、交付条件②に

「本補助金を通じて開発した製品のデザインや仕様等につい

ては、魚沼市産材以外での製品制作に使用しないこと。」とあ

るため、補助金交付後に当該製品を他地区材に戻さないこと

が条件となります。

Ｑ：製品開発調書の補助金内訳の市産

材購入費については、税込み金額か税

抜き金額のいずれかを記載すれば良

いか。

Ａ：市産材購入費は、消費税抜きの購入費若しくは 10 万円の

少ない方を記載ください。また、交付申請時や実績報告時に提

出いただく見積書や領収書も、税抜き金額が分かるものを添

付ください。



Ｑ：他社に卸している市産材の部品に

ついては対象となるか。

例：時計の枠や包丁の鞘など

Ａ：補助申請者が「最終的に開発した製品の主たる販売者」で

あれば対象となります。

Ｑ：魚沼市産材を購入するのは、製材

店のみか。

Ａ：実績報告では、魚沼市産材であることを証明する書類（出

荷証明書・市産材産地証明書・伐採造林届書等）を添付いただ

きます。間違いなく市産材の取り扱いが担保できるのであれ

ば、購入先は製材店に限りません。


